
（別紙３）

～ 令和７年　３月　１０日

（対象者数） １５件 （回答者数） １５件

～ 令和７年　３月　８日

（対象者数） ７件 （回答者数） ７件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

※引き続き、子どもたちが安全に過ごせるように整理整頓を
心がける

2

※個々の特性を考慮した新しいプラグラム活動を提供してい
く

○事業所名 社会福祉法人　三富福祉会　放課後等デイサービス　ハロハロキッズ

○保護者評価実施期間 令和6年　4月　１日

○保護者評価有効回答数

令和6年　4月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　３月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

※３つの部屋を使い、活動や個別対応、それぞれの部屋の役
割を作って支援できている。利用時も自分の居場所作りが出
来ている
※トイレが広く作られている為介助がしやすい

※必要な時はパーテションを使い空間つくりをしている
※スペースは狭いが芝生を植えて子供たちの遊びの場所を設
けている
※トイレにも必要な文面を子供が興味を引くように作成して
貼っている

※月ごとに固定ではないプログラムを制作している
※近くに神社があり遊べる環境がある

※季節や行事に関しての活動も提供している
※個々の発達段階に応じて活動内容を考えている
※決まった曜日にくる子にもいろんな活動が出来るようにプ
ログラムを考えている

事業所における自己評価総括表公表



3

※近隣散歩等、外に出る時は挨拶をして地域の人と交流を持
つようにして行く（子供たちを知ってもらう）
※今後もスタッフの得手不得手、子供との相性を考えたシフ
ト作成をする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

※芝生を植える事で外でも遊べる空間を作っている
※庭での遊びを考える

2

※事業所内の空間で水遊びが出来るようにしている
※保護者の許可をもらって女子職員が男児の着替え等支援を
している
※外出先では多目的トイレを使っている
※引き続き、男性職員の募集をかけている

3

※[交流]の所で「いいえ」「分からない」と記載が多かっ
た。昨年度からコロナが５類になったことで去年の夏休みか
ら他事業所との交流会を復活させている。各ご家庭のご都合
もあるかと思うが来年度は保護者交流会も時期と感染症の状
況を考慮しながら実施していく予定である。

※コロナ禍から、地域の子供たちとの交流や保護者交流が出
来なくなっている。

※１０校の児童が利用している為、体調管理や感染症拡大の
対策を慎重に行なっている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

※駐車場兼庭が砂利が敷いてある。外で遊ぶときに走って転
ぶと危険。

※転んだ時に小石が入ったすり傷を作ってしまった。

※男性職員がいない ※男性職員がいないため、男児の夏場のプール支援（着替
え）や外出先でのトイレ介助等、制限されてしまっている

※ベテランのスタッフが多い
※近所の人の理解がある

※関係性や相性を考えてシフト作りをしている
※活動に応じて職員配置や人数を工夫している


